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１ 園の経営目標 
・保育目標「がんばる子、やさしい子、元気な子、考える子」を育てる。 
・子どもの人権を尊重し、多様性を受け入れた園運営を行う。 

・保護者と地域の子育て支援を行うと同時に、地域における子育て拠点としての役割を果たす。 

 

２ 園の現状 

・広い園庭には、探索活動が十分楽しめる環境があり、子どもたちは夢中になって遊んでいる。ま

た、園庭では異年齢との関りが生まれ、大きい子への憧れや小さい子への思いやりの気持ちが自

然と育まれる場になっている。 

・保護者は園運営に理解を示し様々な場面で協力的である。地域との関わりは、近隣学校や地域学

習センター、図書館などに協力をお願いし、感染症対策など十分配慮しながらできる限り子ども

たちに必要な経験ができるよう努めている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 子どもが心を動かし夢中になって遊べる環境をつくる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子どもの姿から興味・関心を捉え
る。 

・保育者はねらいをもって環境をつくり、その環境に子ども
がどう関わっているかを見取り環境の再構成を繰り返す。 

・年齢や発達に合った教材・素材を
考え準備していく。 

・子どもの考えや行動を予測し、考えたり工夫したりできる
教材の提示と必要な材料や素材準備を意図的・計画的に行
う。 

・学びの面白さに気付けるような助
言や援助をする。 

・子どもの考え出したことを面白がり、発見の驚きや喜びを
共有し一緒になって考えたり試したりする時間を大切に
する。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 自分の歯を大切にする気持ちを育てる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・様々人から歯について話を聞くこ
とで興味・関心を広げる。 

・生活習慣が歯の成長や健康に関係していることを、看護師
や歯科衛生士から聞く（歯科衛生士 年 2 回、看護師 年 4
回）。 

・保護者への啓発・啓蒙を積極的に
行う。 

・保健だより等で歯の健康について特集をし、早期受診の必
要性を感じ行動に移せるよう働きかけていく。 

・歯科医による研修を受け職員の学
びを深める。 

・歯科医による研修を年 2回開催し、歯について学び、子ど
もへの指導と保護者への啓蒙に生かしていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

保育の質向上のために保育者の専門性を磨く 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・学び合う機会をつくる。 
・テーマを設定し事例を通して保育の専門性について考え学

び合う保育内容検討会を実施する（年に 4 回以上実施）。 

・保育の振り返りと改善を繰り返
す。 

・「子どもにとってどうなのか」という視点での見直しを徹
底し保育の評価・改善を進める。 

・同僚性を高める。 
・一人一人が専門職としての自覚をもち、互いを尊重しなが

らも、子ども中心に考える対話で相互理解を深める。 


